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2026年12月期通期業績予想の修正ならびに 

剰余金の配当（中間配当）および期末配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、2026 年２月 12 日に発表しました 2026 年 12 月期（2026

年 1 月 1 日～2026 年 12 月 31 日）の通期業績予想を下記のとおり修正しましたので、お知ら

せいたします。 

また、本日開催の取締役会において、下記のとおり 2026 年６月 30 日を基準日とする剰余金

の配当（中間配当）および期末配当予想の修正を行うことを決議しましたので、お知らせいた

します。 

 

記 

 

１．2026 年 12 月期 連結業績予想の修正 

（１）通期（2026 年１月１日～2026 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回予想（Ａ） 

（2026 年２月 12 日発表） 
167,000 14,500 15,100 11,500 108 円 56 銭 

今回修正予想（Ｂ） 170,000 15,500 16,300 11,800 111 円 22 銭 

増減額（B-A）  3,000 1,000 1,200 300 ― 

増減率（％）    1.8%    6.9%    7.9% 2.6% ― 

（ご参考）前期実績 

（ 2 0 2 5 年 1 2 月 期 ） 
162,312 14,180 15,067 12,766 117 円 02 銭 
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（２）修正の理由 

当中間連結会計期間の業績は、半導体関連製品の販売が好調に推移したことに加え、

ポリマー・オリゴマー事業および樹脂加工製品事業を中心に販売数量が増加したこと

や、ポリマー・オリゴマー事業の収益性向上が寄与したことなどから、当初想定を上

回って推移しました。これらの状況および最近の事業環境を踏まえ、2026 年 12 月期

の通期連結業績予想を上記のとおり修正いたします。 

 

２．剰余金の配当（中間配当）の決定および配当予想の修正について 

（１）剰余金の配当（中間配当）の内容 

 
決定額 

直近の配当予想 

（2026 年２月 12 日発表） 

前期実績 

（2025 年 12 月期） 

 基 準 日  2026 年６月 30 日 同左 2025 年６月 30 日 

 １株当たり配当金  36 円 00 銭 35 円 00 銭 32 円 50 銭 

 配 当 金 総 額  3,831 百万円 ― 3,563 百万円 

 効 力 発 生 日  2026 年 9 月 4 日 ― 2025 年９月 4 日 

 配 当 原 資  利益剰余金 ― 利益剰余金 

 

（２）期末配当予想の修正の内容 

 １株当たり年間配当金 

第 2 四半期末 期末 合計 

 前 回 予 想  

（2026 年２月 12 日発表） 
35 円 00 銭 35 円 00 銭 70 円 00 銭 

 今 回 修 正 予 想   36 円 00 銭 72 円 00 銭 

 当 期 実 績 36 円 00 銭   

（ご参考）前期実績  

（2025 年 12 月期） 
32 円 50 銭 32 円 50 銭 65 円 00 銭 

 

（３）修正の理由 

当社は、安定的な配当の継続と株主還元の充実を経営上の重要課題の一つと位

置付けております。また、中期経営計画においては、期間平均の連結配当性向を

70％程度とすることを株主還元方針としております。 

 今回の通期連結業績予想の修正を踏まえ、中間配当は１株当たり１円増配し 36

円といたします。期末配当予想についても、前回予想の１株当たり 35 円から１円

増配し 36 円に引き上げることといたします。 

 この結果、年間配当金は前回発表予想に比べ２円増配の１株当たり 72 円となる

予定です。また、前期実績の１株当たり 65 円に対し７円の増配となる予定です。 
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（注）予想数値は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき当社が判断した

数値であり、実際の業績は今後さまざまな要因によって予想値とは異なる結果と

なる可能性があります。                               

 以 上 


